141V1　付属証明書

エコマーク商品類型No.141「生分解性プラスチック製品Version1」付属証明書
本付属証明書は、エコマーク商品類型No.141「生分解性プラスチック製品Version1」のエコマーク使用申込を行う際に、「エコマーク商品認定・使用申込書」とともに提出して下さい。

	申込日：  20
	
	年
	
	月
	
	日

	申込ブランド名
	

	申込者
	（会社名）


	印（社印を捺印）


	＜付属証明書の作成方法＞

1．申込製品に関する必要事項を「記入欄」に記載して下さい。

※「記入欄」に網かけがある「項目」は記入不要です。

2．「添付証明書」欄の各証明書をご用意下さい。各証明書は、本付属証明書と併せてエコマーク商品認定・使用申込時に提出して下さい。

3．「添付証明書」に網かけのある「項目」は、添付証明書の提出は不要です。

※ 各証明書の作成は（記入例）を参照して下さい。

4．「添付証明書」の作成は「添付証明書の発行者」欄を確認して下さい。


	項目
	添付証明書

（該当する事項をチェックして下さい）
	添付証明書の

発行者

	エコマーク表示有無（予定）
	·  ある

　 □ 製品／□ 包装／□ カタログ・リーフレット

　 □ 取扱説明書／□ その他（　　　　　　　　）

·  なし

※ ある場合は、以下の表示予定設計図をご提出下さい。
	申込者

	
	表示予定設計図の提出（書式自由・原稿）

※ エコマーク（下段表示を含む）の表示予定図、表示予定箇所についてご提出下さい。
※ エコマークを表示する場合は、原則としてエコマーク認定番号および使用契約者名の両方の表示が必要です。
	


	項目
	記入欄

（該当する事項をチェックして下さい）
	添付証明書
	添付証明書の

発行者

	製品を開発した会社
	　□ 他社／□ 自社

※ 他社開発製品の場合は右記証明書をご提出下さい。
	記入表141-1
	申込承諾者

	他社において既に認定を受けている商品を別ブランドとして申込む場合
	ブランド名以外の変更が　 □ ある／□ ない

（該当する事項をチェックして下さい）

※変更がなければ、以下の項目の証明は不要です
	エコマーク商品認定　審査結果通知書の写し

既認定型式と本申込　　製品の型式との対応表
	申込者


分類A．農林業用資材
	項目
	記入欄

※ 該当する□にチェックを入れて下さい

	商品区分
	□ 農業用マルチフィルム

	
	□ 育苗ポット・シート

	
	□ 育苗用マット・シート

	
	□ 根巻きテープ・ロープ

	
	□ つる性作物の誘引紐・ネット

	
	□ 農林業用ネット（防獣・防鳥・防虫ネットを含む）

	
	□ 林業用テープ


「4．認定の基準と証明方法」を満たすために必要な証明書類
4-1．環境に関する基準と証明方法
	認定基準

項目番号
	記入欄

※ 該当する□にチェックを入れて下さい
	必要な添付証明書
	添付証明書の発行者

	4-1.(1)

生分解性プラスチックの使用割合
	
	記入表141-2
	申込者または製造事業者

	
	
	記入表141-3
	生分解性プラスチック樹脂製造事業者、または成型事業者

	4-1.(2)

原料の生産農地・生産体制における自然生態系への配慮
	［植物由来のプラスチックの使用］

□植物由来のプラスチックの使用あり／□使用なし

( 使用ありの場合：

□ 農地で生産された原料を使用

□ 農地以外で生産された原料を使用

( 農地で生産された原料を使用の場合：

□ 原料を生産した農地が申込み時より、過去10年以内に自然生態系から転用したものでない。

□ その他

※ その他の場合は、原料の生産農地・生産体制が自然生態系へ影響を及ぼすものでないことの説明文書をご提出下さい。
	
	

	4-1.(3)

生分解度
	
	試験結果

※試験結果の添付を省略できる場合があります。
	第三者試験機関など

	4-1.(5)

機能当たりの重量・他の数値
	［別表1による機能単位当たりの数値］

（　　　　　　　　　　　　　　　）

※ 型式毎に数値が異なる場合は別紙にてご提示下さい。

( 「つる性作物の誘引ネット」・「農林業用ネット」の場合：
※ 生分解のない従来品に比べ、材料使用量が多くなっていないことの説明文書をご提出下さい。
	
	

	4-1.(6)

環境法規の順守
	
	記入表141-4
	最終製品

製造工場長


	4-1.(7)

重金属類の添加
	［製品への重金属類の添加］

以下に添加有無をご記入いただくか、または試験結果をご提出下さい。
	試験結果
	第三者試験機関など

	
	ヒ素の添加

鉛の添加

カドミウムの添加

水銀の添加

クロムの添加

銅の添加

ニッケルの添加

亜鉛の添加

モリブデンの添加

セレンの添加

フッ素の添加
	□有／□無

□有／□無

□有／□無

□有／□無

□有／□無

□有／□無
□有／□無

□有／□無

□有／□無

□有／□無

□有／□無
	
	

	
	※ 添加がある場合には、試験結果を提出して下さい。
	
	

	4-1.(8)

生分解によって生成される物質の環境毒性
	
	59農蚕第1943号による試験結果
	第三者試験機関など

	4-1.(9)

製品に使用される包装材料の減量化、リサイクル性の配慮
	［製品の包装］

包装材料名（ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　例　ポリエチレン

梱包方法 （  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※ 写真や図などを用いて補足しても構いません。
※ プラスチック材料を使用する場合には、以下にご記入下さい。
	
	

	
	［包装に使用されるプラスチック材料］

ポリマー骨格にハロゲン元素を処方構成成分として

□付加なし／□付加あり
	
	

	4-1.(11)

情報提供
	以下の①～④の記載部分を提出して下さい。

① 生分解性プラスチックを使用した製品であり、下記③に記載した使用場所・使用方法を順守した場合、生分解すること。

② 適正に使用した場合の、製品として意図した機能を発揮し続けられる最も短い期間

③ 製品の正しい使用場所・使用方法
なお、保管方法に条件がある場合にはその条件を記載すること。

④ 上記③に反した使用方法等によっては、不法投棄などで処罰される可能性があること。
	取扱説明書またはカタログの記載部部分

(原稿可)
	申込者

	
	［製品の包装］

□包装の使用あり／□使用なし

※ 使用ありの場合には、以下の①、③、④の記載部分を提出して下さい。

① 生分解性プラスチックを使用した製品であり、下記③に記載した使用場所・使用方法を順守した場合、生分解すること。

③ 製品の正しい使用場所・使用方法
なお、保管方法に条件がある場合にはその条件を記載すること。

④ 上記③に反した使用方法等によっては、不法投棄などで処罰される可能性があること。
	包装の記載部分

(原稿可)
	申込者

	4-2.(12)

品質
	［該当する品質規格］

□自社規格

□公的規格

規格名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	該当する品質規格に適合していることの証明書
	第三者試験機関または

申込者など

	
	
	記入表141-5
	最終製品

製造工場長


分類B．造園・緑化用資材
	項目
	記入欄

※ 該当する□にチェックを入れて下さい

	商品区分
	□ 植生シート（法面緑化用は除く）

	
	□ 押さえ材（アンカーピンなど）


「4．認定の基準と証明方法」を満たすために必要な証明書類
4-1．環境に関する基準と証明方法
	認定基準

項目番号
	記入欄

※ 該当する□にチェックを入れて下さい
	必要な添付証明書
	添付証明書の発行者

	4-1.(1)

生分解性プラスチックの使用割合
	
	記入表141-2
	申込者または製造事業者

	
	
	記入表141-3
	生分解性プラスチック樹脂製造事業者、または成型事業者

	4-1.(2)

原料の生産農地・生産体制における自然生態系への配慮
	［植物由来のプラスチックの使用］

□植物由来のプラスチックの使用あり／□使用なし

( 使用ありの場合：

□ 農地で生産された原料を使用

□ 農地以外で生産された原料を使用

( 農地で生産された原料を使用の場合：

□ 原料を生産した農地が申込み時より、過去10年以内に自然生態系から転用したものでない。

□ その他

※ その他の場合は、原料の生産農地・生産体制が自然生態系へ影響を及ぼすものでないことの説明文書をご提出下さい。
	
	

	4-1.(3)

生分解度
	
	試験結果

※試験結果の添付を省略できる場合があります。
	第三者試験機関など

	4-1.(5)

機能当たりの重量・他の数値
	［別表1による機能単位当たりの数値］

（　　　　　　　　　　　　　　　）

※ 型式毎に数値が異なる場合は別紙にてご提示下さい。
	
	

	4-1.(6)

環境法規の順守
	
	記入表141-4
	最終製品

製造工場長

	4-1.(7)

重金属類の添加
	［製品への重金属類の添加］

以下に添加有無をご記入いただくか、または試験結果をご提出下さい。
	試験結果
	第三者試験機関など

	
	ヒ素の添加

鉛の添加

カドミウムの添加

水銀の添加

クロムの添加

銅の添加

ニッケルの添加

亜鉛の添加

モリブデンの添加

セレンの添加

フッ素の添加
	□有／□無

□有／□無

□有／□無

□有／□無

□有／□無

□有／□無
□有／□無

□有／□無

□有／□無

□有／□無

□有／□無
	
	

	
	※ 添加がある場合には、試験結果を提出して下さい。
	
	

	4-1.(9)

製品に使用される包装材料の減量化、リサイクル性の配慮
	［製品の包装］

包装材料名（ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　例　ポリエチレン

梱包方法 （  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※ 写真や図などを用いて補足しても構いません。
※ プラスチック材料を使用する場合には、以下にご記入下さい。
	
	

	
	［包装に使用されるプラスチック材料］

ポリマー骨格にハロゲン元素を処方構成成分として

□付加なし／□付加あり
	
	

	4-1.(11)

情報提供
	以下の①～④の記載部分を提出して下さい。

① 生分解性プラスチックを使用した製品であり、下記③に記載した使用場所・使用方法を順守した場合、生分解すること。

② 適正に使用した場合の、製品として意図した機能を発揮し続けられる最も短い期間

③ 製品の正しい使用場所・使用方法
なお、保管方法に条件がある場合にはその条件を記載すること。

④ 上記③に反した使用方法等によっては、不法投棄などで処罰される可能性があること。
	取扱説明書またはカタログの記載部部分(原稿可)
	申込者

	
	［製品の包装］

□包装の使用あり／□使用なし

※ 使用ありの場合には、以下の①、③、④の記載部分を提出して下さい。

① 生分解性プラスチックを使用した製品であり、下記③に記載した使用場所・使用方法を順守した場合、生分解すること。

③ 製品の正しい使用場所・使用方法
なお、保管方法に条件がある場合にはその条件を記載すること。

④ 上記③に反した使用方法等によっては、不法投棄などで処罰される可能性があること。
	包装の記載部分(原稿可)
	申込者

	4-2.(12)

品質
	［該当する品質規格］

＜植生シート以外＞

□自社規格

□公的規格

規格名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	該当する品質規格に適合していることの証明書
	第三者試験機関または

申込者など

	
	
	記入表141-5
	最終製品

製造工場長

	
	［該当する品質規格］

＜植生シート＞
	試験結果
	公的な試験機関


分類C．コンポスト用材
	項目
	記入欄

※ 該当する□にチェックを入れて下さい

	商品区分
	□ コンポスト用袋(主な用途　□業務用／□家庭用)

	
	□ 水切りネット


「4．認定の基準と証明方法」を満たすために必要な証明書類
4-1．環境に関する基準と証明方法
	認定基準

項目番号
	記入欄

※ 該当する□にチェックを入れて下さい
	必要な添付証明書
	添付証明書の発行者

	4-1.(1)

生分解性プラスチックの使用割合
	
	記入表141-2
	申込者または製造事業者

	
	
	記入表141-3
	生分解性プラスチック樹脂製造事業者、または成型事業者

	4-1.(2)

原料の生産農地・生産体制における自然生態系への配慮
	［植物由来のプラスチックの使用］

□植物由来のプラスチックの使用あり／□使用なし

( 使用ありの場合：

□ 農地で生産された原料を使用

□ 農地以外で生産された原料を使用

( 農地で生産された原料を使用の場合：

□ 原料を生産した農地が申込み時より、過去10年以内に自然生態系から転用したものでない。

□ その他

※ その他の場合は、原料の生産農地・生産体制が自然生態系へ影響を及ぼすものでないことの説明文書をご提出下さい。
	
	

	4-1.(3)

生分解度
	
	試験結果

※試験結果の添付を省略できる場合があります。
	第三者試験機関など

	4-1.(4)

崩壊性試験
	
	ISO 16929、ISO 20200、ASTM D6002による試験結果
	第三者試験機関など

	4-1.(5)

機能当たりの重量・他の数値
	［別表1による機能単位当たりの数値］
（　　　　　　　　　　　　　　　）

※ 型式毎に数値が異なる場合は別紙にてご提示下さい。
	
	

	4-1.(6)

環境法規の順守
	
	記入表141-4
	最終製品

製造工場長


	4-1.(7)

重金属類の添加
	［製品への重金属類の添加］

以下に添加有無をご記入いただくか、または試験結果をご提出下さい。
	試験結果
	第三者試験機関など

	
	ヒ素の添加

鉛の添加

カドミウムの添加

水銀の添加

クロムの添加

銅の添加

ニッケルの添加

亜鉛の添加

モリブデンの添加

セレンの添加

フッ素の添加
	□有／□無

□有／□無

□有／□無

□有／□無

□有／□無

□有／□無
□有／□無

□有／□無

□有／□無

□有／□無

□有／□無
	
	

	
	※ 添加がある場合には、試験結果を提出して下さい。
	
	

	4-1.(8)

生分解によって生成される物質の環境毒性
	
	59農蚕第1943号による試験結果
	第三者試験機関など

	4-1.(9)

製品に使用される包装材料の減量化、リサイクル性の配慮
	［製品の包装］

包装材料名（ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　例　ポリエチレン

梱包方法 （  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※ 写真や図などを用いて補足しても構いません。
※ プラスチック材料を使用する場合には、以下にご記入下さい。
	
	

	
	［包装に使用されるプラスチック材料］

ポリマー骨格にハロゲン元素を処方構成成分として

□付加なし／□付加あり
	
	

	4-1.(10)

水切り機能
	□水切りネット

□水切りネット以外

※ 水切りネットに該当する場合には、以下にご記入の上、右記試験結果をご提出下さい。
	メッシュサイズの試験結果
	申込者または第三者試験機関など

	
	［メッシュが1.5mmより小さく、水切り機能を著しく損なう構造(メッシュ穴が少ないなど)でないこと］

□適合する／□適合しない
	
	

	4-1.(11)

情報提供
	以下の①～④の記載部分を提出して下さい。

① 生分解性プラスチックを使用した製品であり、下記③に記載した使用場所・使用方法を順守した場合、生分解すること。

② 適正に使用した場合の、製品として意図した機能を発揮し続けられる最も短い期間

③ 製品の正しい使用場所・使用方法
なお、保管方法に条件がある場合にはその条件を記載すること。

④ 上記③に反した使用方法等によっては、不法投棄などで処罰される可能性があること。
	取扱説明書またはカタログの記載部部分(原稿可)
	申込者

	
	［製品の包装］

□包装の使用あり／□使用なし

※ 使用ありの場合には、以下の①、③、④の記載部分を提出して下さい。

① 生分解性プラスチックを使用した製品であり、下記③に記載した使用場所・使用方法を順守した場合、生分解すること。

③ 製品の正しい使用場所・使用方法
なお、保管方法に条件がある場合にはその条件を記載すること。

④ 上記③に反した使用方法等によっては、不法投棄などで処罰される可能性があること。
	包装の記載部分

(原稿可)
	申込者

	4-2.(12)

品質
	［該当する品質規格］

□自社規格

□公的規格

規格名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	該当する品質規格に適合していることの証明書
	第三者試験機関または

申込者など

	
	
	記入表141-5
	最終製品

製造工場長


 記入表141‐1（OEM製品、他社開発製品の場合必要）
公益財団法人日本環境協会 エコマーク事務局 御中

申込承諾書

	発行日：  20
	
	年
	
	月
	
	日

	（発行者：会社名）


	印（社印を捺印）


* 発行者は製品を製造した会社（申込承諾者）

当社商品名（　　　　　　　　　　　）（エコマーク認定番号（　　　　　　　））を、

エコマーク申込企業（　　　　　　　　）が商品ブランド名（　　　　　　）として、

エコマーク商品認定・使用申込を行うことを承諾します。

以上
 記入表141‐2 
公益財団法人日本環境協会 エコマーク事務局 御中

製品使用材料証明書

	発行日：  20
	
	年
	
	月
	
	日

	（発行者：会社名）


	印（社印を捺印）


* 発行者は申込者または製造事業者

　型式名　（　　　　　　　）　　　
　型式毎に提示して下さい。複数の型式について、使用材料の重量割合が同じ場合は、その旨

　提示して下さい。

	生分解性プラスチック樹脂成型事業者名
	


[生分解性プラスチック名]
	生分解性プラスチック材料名
	原料供給事業者者
	製品全体での材料重量割合（%）
	生分解試験方法、

または原料供給証明書

	
	
	
	

	
	
	
	

	上記の内、試験を除外した有機系添加剤の重量割合

(製品全体に対する)
	
	


※ PL分類番号Cの区分で登録した場合も上記に記載して下さい。

※ 生分解性プラスチックの業界団体のポジティブリスト(PL)に登録している物質を使用する場合には、試験結果の添付は省略することが可能です。なお、エコマーク事務局が要請した場合には、試験結果をご提出いただくことがあります。

[生分解性プラスチック樹脂(コンパウンド等)樹脂供給証明書に記載以外の添加剤・その他材料]
	□使用あり　／　□使用なし

使用ありの場合、全ての添加剤・その他材料を以下に記載して下さい。

	材料名
	有機系添加剤

に該当
	製品全体での材料重量割合（%）
	生分解試験方法

(試験を実施した場合)

	
	□該当する／□しない
	
	

	
	□該当する／□しない
	
	

	
	□該当する／□しない
	
	

	製品全体での材料の合計重量割合
	
	

	生分解性プラスチック(添加剤、充填材などを含む)の製品全体の重量割合（％）
	


※ 1%未満の材料は試験適用外とし、その材料の総量が、製品全体に対し5％以下であること。

※ 生分解試験結果または生分解度が確認できる資料(MSDS、公知のデータなど)またはMSDSを添付して下さい。

以上

 記入表141‐3（樹脂単体）
○○株式会社　御中

生分解性プラスチック樹脂供給証明書

	発行日：  200
	
	年
	
	月
	
	日

	（発行者：会社名）


	印（社印を捺印）


* 発行者は生分解性プラスチック樹脂製造事業者

以下の生分解性プラスチック樹脂(添加剤等を含まず)を供給することを証明致します。
	1．商品名
	

	2．種類
	□酢酸セルロース
	□ポリエチレンテレフタレートサクシネート

	
	□カプロラクトン-ブチレンサクシレート
	□ポリエチレンサクシネート

	
	□ポリブチレンアジペート・テレフタレート
	□ポリヒドロキシブチレート

	
	□ポリブチレンサクシネート
	□ポリ乳酸

	
	□ポリブチレンサクシネートアジペート変性
	□ポリビニルアルコール

	
	□ポリカプロラクトン
	□でん粉系

	
	□ポリブチレンサクシネートカーボネート変性
	□その他（　　　　　　　　　　）

	3．物質名
	
	例　ポリ乳酸/ジオール・ジカルボン酸共重合体

	4．化学構造（式）
	
	例 　(C3H4O2)n-(Cx+2H2XO4)m

	5．生分解性試験
	生分解度
	（　　　　　）％　　／（         ）日

	
	試験方法
	□JIS K6950／□JIS K6951／□JIS K6953

□ISO 14851／□ISO 14852／□ISO 14855

	
	試験を実施した試験機関名
	

	
	※ 試験結果を添付して下さい(生分解性プラスチックの業界団体のポジティブリスト(分類番号A)に登録されている場合には、試験結果を省略することが可能です。なお、エコマーク事務局が要請した場合には、試験結果をご提出いただくことがあります)。

また、試験体と商品名が一致していない場合には、説明を補足して下さい。

	6．生分解性プラスチックの原料
	□動植物由来（　　　　　　　　　）／□石油由来

※ 括弧内は具体的な種類を書いて下さい。例　トウモロコシ

	7．業界団体の生分解プラスチック樹脂のポジティブリスト番号
	□あり　／□なし

団体名（　　　　　　　　　　　　　）登録番号（　　　　　　　　　　　）

※ 生分解性プラスチック樹脂の登録番号は、分類番号Aの登録を記載して下さい。


※ 本書式は、生分解性プラスチック樹脂単体用の証明書です。添加剤等を使用したコンパウンドの場合には、114-3 (コンパウンド等)をご提出下さい。

以上
 記入表141‐3（コンパウンド等 1／2）
○○株式会社　御中

生分解性プラスチック樹脂（コンパウンド等）供給証明書

	発行日：  200
	
	年
	
	月
	
	日

	（発行者：会社名）


	印（社印を捺印）


* 発行者は生分解性プラスチック樹脂製造または成型事業者

以下の生分解性プラスチック樹脂(コンパウンド：添加剤等の他材料を含む)を供給することを証明致します。
	1．商品名
	

	2．種類
	□酢酸セルロース
	□ポリエチレンテレフタレートサクシネート

	
	□カプロラクトン-ブチレンサクシレート
	□ポリエチレンサクシネート

	
	□ポリブチレンアジペート・テレフタレート
	□ポリヒドロキシブチレート

	
	□ポリブチレンサクシネート
	□ポリ乳酸

	
	□ポリブチレンサクシネートアジペート変性
	□ポリビニルアルコール

	
	□ポリカプロラクトン
	□でん粉系

	
	□ポリブチレンサクシネートカーボネート変性
	□その他（　　　　　　　　　　）

	3．物質名
	
	例　ポリ乳酸/ジオール・ジカルボン酸共重合体

	4．化学構造(式)
	
	例 　(C3H4O2)n-(Cx+2H2XO4)m

	5．生分解性試験
	生分解度
	（　　　　　）％　　／6ヶ月

	
	試験方法
	□JIS K6950／□JIS K6951／□JIS K6953
□ISO 14851／□ISO14852／□ISO 14855

	
	試験を実施した試験機関名
	

	
	※ 試験結果を添付して下さい(生分解性プラスチックの業界団体のポジティブリスト(分類番号C)に登録されている場合には、試験結果を省略することが可能です。なお、エコマーク事務局が要請した場合には、試験結果をご提出いただくことがあります)。
　また、試験体と商品名が一致していない場合には、説明を補足して下さい。

	6．生分解性プラスチックの原料
	□動植物由来（　　　　　　　　　）／□石油由来

※ 括弧内は具体的な種類を書いて下さい。例　トウモロコシ

	7．業界団体の生分解プラスチック樹脂のポジティブリスト番号
	□あり　／□なし

団体名（　　　　　　　　　　　　　）登録番号（　　　　　　　　　　　）

※ 生分解性プラスチック樹脂の登録番号は、分類番号Cの登録を記載して下さい。


 記入表141‐3（コンパウンド 2／2）
	8．添加剤等の使用割合

※ 生分解性プラスチックに使用される全ての添加剤等を記載して下さい。

	物質名
	添加区分
	含有量(%)
	試験方法
	有機系添加剤に該当
	PL番号

	(例) 2-ヒドロキシ-4-オクチロキシベンゾフェノン
	①
	0.3
	②
	○
	B10011

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	合計の含有量
	
	

	※ 有機系添加剤については、1％未満の材料は試験適用外とし、その材料の総量が、製品全体に対し5％以下であること(無機系添加剤は、5%にカウントしない)。

※ 添加区分は、以下の中から選択し番号を記載して下さい。

①安定剤／②界面活性剤／③滑剤／④無機材料／⑤発泡剤／⑥その他　有機材料／⑦その他　特殊機能有機材料
⑧天然材料／⑨色材／⑩その他材料

※ 試験結果または生分解性度が確認できる資料(MSDS、公知のデータなど)を添付して下さい(生分解性プラスチックの業界団体のポジティブリスト(分類番号BまたはC)に登録されている場合には、試験結果などを省略することが可能です。なお、エコマーク事務局が要請した場合には、試験結果などをご提出いただくことがあります)。
※ 試験方法は、以下の番号を記入して下さい。

①5．生分解試験を行った樹脂に含まれる

②OECD 301Cによる生分解度が60％以上/28days

③JIS K6950／④JIS K6951／⑤JIS K6953／⑥ISO14851／⑦ISO14852／

⑧ISO14855／⑨試験の未実施、または適用除外

※ PL番号は、生分解性プラスチック関係のポジティブリストに登録されている場合のみ記載して下さい。


※ 本書式は、生分解性プラスチック樹脂と添加剤を使用したコンパウンド用の証明書です。添加剤等を使用していない樹脂の証明の場合には、114-3 (樹脂単体)をご提出下さい。

以上

 記入表141‐4 
公益財団法人日本環境協会　エコマーク事務局　御中
環境法規等順守証明書

	発行日：　　　　　　２０
	
	年
	
	月
	
	日

	(会社名)

(工場名)

(責任者名)役職名　　　　　　氏名
	印

(社印を捺印)

	工場住所：

	TEL　　：


　　　


　　　* 責任者名は最終製品を製造する工場長（もしくは相当する工場の責任者）

* 本証明書の発行日は、エコマークへの申込日より直近3ヶ月以内有効
下記の事項に適合していることを証明します。

記

１．申込商品の製造にあたり、大気汚染、水質汚濁、騒音、振動、悪臭、有害物質の排出などについて、以下の関連する環境法規および公害防止協定など（以下「環境法規等」という）を順守していることを証明します。

　　（以下の該当する□をチェック、記入の上、ご提出下さい。　別紙一覧提出可）
	工場に関連する環境法規等の名称
	備考

	□ 大気汚染防止法
	

	□ 水質汚濁防止法
	

	□ 騒音規制法
	

	□ 振動規制法
	

	□ 悪臭防止法
	

	□ その他：
	


※ “その他”には工場が該当する法律名、立地する地域の条例や協定が存在する場合にはその名称を記載すること（例：○○県○○環境保全条例、○○市公害防止協定）

２．本証明書の発行日より以前の環境法規等の順守状況は以下の通りであることを証明します。

　　　（該当する□をチェックし、ご提出下さい。また、違反とは、行政処分、または行政指導などを指します。）

　　□　過去5年間、関連する環境法規等の違反はありません。

□　創業（　　　　年）以来、関連する環境法規等の違反はありません。

　　□　過去5年間に関連する環境法規等に違反があり、すでに適正な改善をはかり再発防止策を講じ、以後は関連する環境法規等を適正に順守しています。

※行政処分、または行政指導などの違反があった場合には、以下a.b.の書類の提出が必要です。
	a.違反事実について、行政機関などからの指導文書(改善命令、注意なども含む)、およびそれらに対する回答書(原因、是正結果などを含む)の写し(一連のやりとりがわかるもの)

	b.環境法規等の順守に関する管理体制についての次の1)～5)の資料(記録文書の写し等)

1)工場が立地している地域に関係する環境法規等の一覧

2)実施体制(組織図に役割等を記したもの)

3)記録文書の保管について定めたもの

4)再発防止策(今後の予防策)

5)再発防止策に基づく実施状況(順守状況として立入検査等のチェック結果)


　　□　過去に環境法規等に違反があり、まだ改善等がはかられていません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
 記入表141‐5 
公益財団法人日本環境協会 エコマーク事務局 御中

品質管理証明書

	発行日：  20
	
	年
	
	月
	
	日

	（発行者：工場長）

工場名：

役職：　　　　工場長名：
	印（社印を捺印）


* 発行者は最終製品製造工場長

当社エコマーク認定申込ブランド名（                                      ）については、別紙*1（実際の品質管理項目を説明する資料）の品質管理項目に基づいて、商品を管理し、品質管理基準に適合する商品のみを出荷することを証明します。

別紙*1

① JISなどの品質規格、または自社で定めた品質規格

② 品質規格に基づく試験結果

以上
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